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[1] f(t) を (0,∞) 上の有界 Lebesgue 可測関数とする．複素数 z の虚部を正とした

とき，この範囲で F (z) =

∫ ∞

0

t2f(t)eitz dt は z の正則関数を定めることを示せ．

[2] 実数 t に対し，
∫ ∞

−∞

eixt

1 + x2 + x4
dx は t の C2級関数であることを示せ．

[3] f(x) を R 上のコンパクト台の連続関数，g(x) を R 上のコンパクト台の C∞級

関数とする．
∫ ∞

−∞
f(x− y)g(y) dy はコンパクト台の C∞級関数であることを示せ．

[4] f(t) を [0, 1] 上の実数値有界 Lebesgue 可測関数とする．実数 x に対し g(x) =

log

(∫ 1

0

exf(t) dt

)
とおく．

(1) g(x) は無限回微分可能であることを示せ．
(2) 常に g′′(x) ≥ 0 であることを示せ．


